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［ 登 壇 者 ］

 
ア  デ ・ ダ ル  マ  ワ  ン ｜ A d e D a r m a w a n
1 9 7 4 年 ジ ャ カ ル タ 生 ま れ 。 ア ー テ ィ ス ト 、 キ ュ レ ー タ ー 。 ア ー テ ィ ス ト ・ コ レ ク テ ィ

ヴ  の  ル  ア ン ル  パ  の  代  表  で 「 ド  ク メ ン  タ 2 0 2 2 」 の 芸 術 監 督 の メ ン バ ー 。 1 9 9 2 年 か

ら 9 7 年 ま で イ ン ド ネ シ ア 芸 術 大 学 で 学 び 、 1 9 9 7 年 チ ェ メ テ ィ 現 代 美 術 ギ ャ ラ

リ ー （ 現 在 の チ ェ メ テ ィ ・ ア ー ト ・ ハ ウ ス ） で 初 の 個 展 。 そ の 後 、 オ ラ ン ダ の ラ イ ク ス

ア カ デ ミ ー に 留 学 。 帰 国 後 の 2 0 0 0 年 に ５ 人 の 作 家 た ち と 共 に ル ア ン ル パ を 設

立 し 、 社 会 的 ・ 文 化 的 文 脈 ― 特 に 都 市 空 間 や 環 境 ― に お け る 視 覚 芸 術 の 実 践

を 追 求 。 ル ア ン ル パ を 協 働 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し 、 イ ン ド ネ シ ア 内 外 で 活 動 の 幅

を 広 げ 、 第 4 回  光  州 ビ エ ン ナ ー レ （ 2 0 0 2 年 ） を は じ め イ ス タ ン ブ ー ル （ 2 0 0 5

年 ） 、 シ ン ガ ポ ー ル （ 2 0 1 1 年 ） 、 ア ジ ア ・ パ シ フ ィ ッ ク 現 代 美 術 ト リ エ ン ナ ー レ

（ 2 0 1 2 年 ） な ど の 国 際 展 に 多 数 参 加 。ま た 2 0 0 9 年 か ら ジ ャ カ ル タ ・ ビ エ ン ナ ー

レ の 芸 術 監 督 を 務 め 1 3 年  か ら 1 7 年  ま で  は  総  合  デ ィ ク タ ー  。さ ら  に  そ  の  活  動  の

場  は  大 き く 飛  躍 し 、 今  春  、ド イ ツ ・ カ ッ セ ル  の 「 ド ク メ ン タ 2 0 2 2 」 の 芸 術 監 督 に ア

ジ ア 初 で 指 名 さ れ た こ と が ビ ッ グ ニ ュ ー ス と な り 、 そ の 企 画 に 注 目 が 集 ま る 。

 
ジ ー ベ シ ュ ・ バ グ チ ｜ J e e b e s h B a g c hi
1 9 6 5 年  ニ ュ ー  デ リ ー  生  ま  れ  。 ア ー  テ ィ ス ト 。 1 9 9 2 年  結  成 さ れ た ３ 名 か ら な る

ア ー  テ ィ ス ト ・ コ レ  ク テ ィ ヴ 「  ラ ク ス ・ メ デ ィ ア ・ コ レ  ク テ ィ ヴ  」 の  メ ン  バ  ー  で  あ り 来  年

の 「 ヨ コ ハ マ ・ ト リ エ ン ナ ー レ 2 0 2 0 」 の 芸 術 監 督 の ひ と り 。「 動 的 熟 考  / ki n eti c 

c o nt e m pl ati o n （ ラ ク ス に よ る  造  語 ） 」 を 活 動 の 核 と し 、 彼 ら の 実 践 は 、 作 品 の

制 作 、 展 覧 会 の キ ュ レ ― シ ョ ン 、 パ フ ォ ー マ ン ス の プ ロ デ ュ ー ス 、 執  筆 な ど 多  岐 に

渡 り 、 表 現 形 式 も メ デ ィ ア も 多 様 。ま た 、 建 築 家 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ マ ー 、 ラ イ

タ ー 、 キ ュ レ ー タ ー 、 舞 台 演 出 家 ら 専 門 家 や 市 民 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン も 豊 富

で 、 多 面 的 な 作 品 や プ ロ ジ ェ ク ト を 多 数 実 現 し て い る 。 キ ュ レ ー タ ー と し て 企 画

し た 展 覧 会 と し て は 、 直 近 で は 「 I n t h e O p e n or i n St e alt h－ - T h e U nr ul y 

Pr e s e n c e of a n I nti m at e F ut ur e 」（ バ ル セ ロ ナ 現 代 美 術 館 [ M A C B A]、 バ

ル  セ ロ ナ 、 2 0 1 8- 1 9 年 ） 第 1 1 回  上  海 ビ エ ン ナ ー レ 「 W h y N ot A s k A g ai n: 

Ar g u m e nt s, C o u nt er- ar g u m e nt s, a n d St ori e s 」（ 2 0 1 6- 1 7 年 ） が  あ  り 、

個 展 だ け で も 、 英 国 、 米 国 、ド イ ツ 、 ス ペ イ ン 、 ア ル ゼ ン チ ン 、 メ キ シ コ な ど 世 界 中

で 開 催 さ れ て お り 、 国 際 展 へ の 参 加 も 多 数 。

 
飯 田 志 保 子 ｜ Ii d a S hi h o k o
1 9 7 5 年 東 京 都 生 ま れ 。 キ ュ レ ー タ ー 。「 あ い ち ト リ エ ン ナ ー レ 2 0 1 9 」 の チ ー フ ・

キ  ュ レ  ー  タ  ー  。 1 9 9 8 年 開 館 準 備 期 か ら 1 1 年 間 東 京 オ ペ ラ シ テ ィ ア ー ト ギ ャ ラ

リ ー  に  勤  務  。 主  な  企  画  は 「 ヴ ォ ル フ ガ  ン グ ・ テ ィ ル  マ ン ス ― Fr ei s c h wi m m er 」

（ 2 0 0 4 年 ） 、「 ト レ ー ス ・ エ レ メ ン ツ ― 日 豪 の 写 真 メ デ ィ ア に お け る 精 神 と 記 憶 」

（ 東  京  オ  ペ  ラ シ  テ ィ ア ー ト ギ ャ ラ リ ー  、 2 0 0 8 年 ／ パ フ ォ ー マ ン ス ・ ス ペ ー ス 、 シ ド

ニ ー 、 2 0 0 9 年 ） な ど  。 2 0 0 9 年 か ら 2 0 1 1 年 ま で ブ リ ス ベ ン の ク イ ー ン ズ ラ ン ド 州

立 美 術 館 ｜ 現 代 美 術 館 の 研 究 機 関 A C A P A に  客  員  キ ュ レ  ー  タ  ー と し て  在  籍  。 帰

国 後 「 第 1 5 回 ア ジ ア ン ・ ア ー ト ・ ビ エ ン ナ ー レ ・ バ ン グ ラ デ シ ュ 2 0 1 2 」（ 日 本 公

式 参 加 ） 、「  あ  い ち ト リ エ ン ナ ー レ 2 0 1 3 」 、「 札 幌 国 際 芸 術 祭 2 0 1 4 」 な ど 国 際 展

の キ ュ レ ー タ ー を 歴 任 。 2 0 1 4 年 1 0 月 か ら 2 0 1 8 年 3 月 ま で 東 京 藝 術 大 学 准 教

授 。 ア ジ ア 地 域 の 現 代 美 術 、 共 同 企 画 、 美 術 館 や ビ エ ン ナ ー レ を は じ め と す る

芸 術 文 化 制 度 と 社 会 の 関 係 に 関 心 を 持 ち 、ソ ウ ル 、 オ ー ス ト ラ リ ア 複 数 都 市 、

ニ ュ ー デ リ ー 、 ジ ャ カ ル タ 各 地 域 で 共 同 企 画 展 を 実 践 し て い る 。

 
マ ー ク ・ テ ｜ M a r k T e h
1 9 8 1 年 ク ア ラ ル ン プ ー ル 生 ま れ 。 演 出 家 。リ サ ー チ ャ ー 。 マ レ ー シ ア を 拠 点 に 活

動  す る ア ー  テ ィ ス ト  や  ア ク テ ィ ビ  ス ト 、プ  ロ  デ ュ ー  サ  ー  た  ち  の  共  同  体 「 フ ァ イ ブ ・

ア ー ツ ・ セ ン タ ー 」 の メ ン バ ー 。「  呼  吸 す る 地  図 た ち 」 コ ・ キ ュ レ ー タ ー 。 ロ ン ド ン 大

学 ゴ ー ル ド ス ミ ス 校 芸 術 政 治 学 修 士 課 程 修 了 。フ ァ イ ブ ・ ア ー ツ ・ セ ン タ ー の

様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト を 通 じ て 、 特 に 歴 史 、 記 憶 、 都 市 の 問 題 を 考 察 し 、 そ の 成 果

は 主 に 舞 台 芸 術 と し て 発 表 さ れ て い る が 、 マ ラ ヤ 共 産 党 を 取 り 上 げ た ≪ T h e 

1 9 5 5 B ali n g T al k s ≫ は 世 界 各 国 の 芸 術 祭 で 高 い 評 価 を 受 け て い る 。 近 年

で は 、 教 育 の 現 場 や 展 覧 会 の キ ュ レ ー シ ョ ン 、 執 筆 と い っ た 活 動 も 多 い 。

 

 
［ モ デ レ ー タ ー ］

 
ア ン ド リ ュ ー ・ マ ー ク ル ｜ A n d r e w M a e r kl e
1 9 8 1 年 生 ま れ 。 ア ー ト ラ イ タ ー 、 編 集 者 。 元 『 A rt A si a P a ci fi c 』 誌 副 編 集 長 。

現 在 は A R T i T イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 版 副 編 集 長 を 務 め る ほ か 、 海 外 の ア ー ト マ ガ

ジ ン 『 A rtf or u m 』 や 『 f ri e z e』 に も 寄 稿 。 現 代 美 術 史 に 関 す る 研 究 を 行 い な が

ら 、 日 本 を 中 心 と し た 現 代 美 術 イ ベ ン ト 関 連 の 記 事 を 主 に 執 筆 。

 

崔 敬 華 ｜ C h e K y o n gf a
1 9 7 7 年 兵 庫 生 ま れ 。 東 京 都 現 代 美 術 館 学 芸 員 。 2 0 0 0 年 に ロ ン ド ン 大 学

ゴ ー ル ド ス ミ ス 校 に て 修 士 号 （ 美 術 史 ・ 美 術 理 論 ） を 取 得 後 、 2 0 0 6 年 、 ス

ウ ェ ー デ ン の マ ル メ ・ ア ー ト ・ ア カ デ ミ ー に て ク リ テ ィ カ ル ・ ス タ デ ィ ー ズ （ P o st 

M A ） を 修 了 。 東 京 を は じ め 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 イ ン ド ネ シ ア 、 韓 国

な ど の 美 術 組 織 で 展 覧 会 制 作 に 関 わ り 、 2 0 1 3 年 か ら 現 職 。 企 画 し た 主 な 展

覧 会 に 、「 T h e D e m o n of C o m p a ri s o n s 」（ 共 同 企 画 、 ス テ デ リ ッ ク ・ ミ ュ ー

ジ ア ム ・ ビ ュ ー ロ ー 、 ア ム ス テ ル ダ ム 、 2 0 0 9 年 ） 、「 F o g D o s si e r 」 、（ ア ー ト ソ ン

ジ ェ セ ン タ ー 、ソ ウ ル  、 2 0 1 0 年 ） 、「 O m nil o g u e: J o u r n e y t o t h e W e st 」（ 共

同  企  画  、 ラ  リ ッ ト ・ カ  ラ ・ ア  カ  デ  ミ  ー  、 ニ  ュ  ー  デ  リ  ー  、 2 0 1 2 年 ） 、「 他 人 の 時 間 」（ 共

同 企 画 、 東 京 都 現 代 美 術 館 ほ か 、 2 0 1 5- 1 6 年 ） な ど  が  あ る 。 現  在  パ リ の

K A DI S T と の 共 同 企 画 と し て 、 藤 井 光 の 個 展 「  L e s n u cl é ai r e s et l e s 

c h o s e s （ 核 と 物 ） 」 が 開 催 さ れ て い る 。

2 0 1 9 年 7 月 1 3 日 ［ 土 ］   
東 京 芸 術 劇 場  ギ ャ ラ リ ー 1

［ イ ン ス タ レ ー シ ョ ン ＆ 映 像 ア ー カ イ ヴ 展 示 ］

2 0 1 9 年 7 月 1 0 日 ［ 水 ］ ― 1 5 日 ［ 月 ・ 祝 ］  
1 3： 0 0- 1 8： 0 0（ 最 終 日 1 5 日 は 1 7： 0 0 ま で ）
入 場 無 料 （ ど な た で も 自 由 に ご 覧 い た だ け ま す ）

ホ ー ・ ツ ー ニ ェ ン  、 カ ル ロ ス ・ セ ル ド ラ ン  、

フ ァ リ ッ シ ュ ・ ヌ ー ル  、  ジ  ャ  ネ  ッ ト ・ ピ  レ  イ  、  オ  ク  イ ・ ラ  ラ  、
チ ・ ト ゥ ー 、 小 原 真 史 、 西 尾 佳 織

［ レ ク チ ャ ー ＆ レ ク チ ャ ー ・ パ フ ォ ー マ ン ス ＆ シ ン ポ ジ ウ ム ］

入 場 無 料 （ 事 前 申 込 制 ） ｜ 定 員 1 0 0 名

7 月 1 0 日 ［ 水 ］  1 9: 0 0- 2 0: 3 0
ホ  ー ・ ル  イ  ア  ン

レ  ク  チ  ャ  ー ・ パ  フ ォ ー  マ  ン  ス

「 ア  ジ  ア ・ ザ ・ ア  ン  ミ  ラ  キ  ュ  ラ ス 」（ 英 語 ｜ 日 本 語 字 幕 ）

7 月 1 1 日 ［ 木 ］  1 9： 0 0- 2 1： 0 0
マ ー ク ・ テ ＋ 井 高 久 美 子

ト ン チ ャ イ ・ ウ ィ ニ ッ チ ャ ク ン （ 特 別 ゲ ス ト ）

キ ュ レ ー タ ー 、 ゲ ス ト ・ ス ピ ー カ ー に よ る イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン  

「 時 代 を 超 え る 地 理 的 身 体 」（ 英 語 ・ 日 本 語 ｜ 逐 次 通 訳 ）

7 月 1 2 日 ［ 金 ］  1 9: 0 0- 2 0: 3 0
イ ル ワ ン ・ ア ー メ ッ ト ＆  テ ィ タ ・ サ リ ナ

レ  ク  チ  ャ  ー ・ パ  フ ォ ー  マ  ン  ス

「 ネ ー ム ・ ロ ン ダ リ ン グ 」（ イ ン ド  ネ  シ  ア  語 ｜ 逐 次 通 訳 ）

7 月 1 3 日 ［ 土 ］  1 4： 0 0- 1 8： 0 0
国  際  シ ン  ポ  ジ ウ ム 2 0 1 9

「 エ  キ  シ  ビ  シ  ョ ン ・ メ  イ  キ  ン  グ ：

 文 脈 を 繋 ぐ 、 作 る 、 届 け る 現 代 美 術 」
（ 日 英 同 時 通 訳 ）

ア デ ・ ダ ル マ ワ ン 、 ジ ー ベ シ ュ ・ バ グ チ 、 飯 田 志 保 子 、 マ ー ク ・ テ 、

ア ン ド リ ュ ー ・ マ ー ク ル 、 崔 敬 華

7 月 1 4 日 ［ 日 ］
1 7： 0 0- 1 8： 0 0 　 　 　
小 原 真 史

レ ク チ ャ ー

「 不 在 の 身 体 と 写 真 」（ 日 本 語 ）

1 9： 0 0- 2 0： 0 0
志 賀 理 江 子 ＋ 清 水 チ ナ ツ ＋ 長 崎 由 幹

レ ク チ ャ ー

「 ヒ ュ ー  マ  ン ・ ス  プ  リ ン  グ 」（ 日 本 語 ）

7 月 1 5 日 ［ 月 ・ 祝 ］  1 4： 0 0- 1 5： 0 0
古 市 保 子 　 演 出 ‖ マ ー ク ・ テ

レ  ク  チ  ャ  ー ・ パ  フ ォ ー  マ  ン  ス

「 ア ジ ア を 歩 く 」（ 日 本 語 ）
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参 加 無 料 （ 事 前 申 込 制 、 先 着 順 ） ｜ 定 員 1 0 0 名 ｜ 日 英 同 時 通 訳

［ 主 催 ］  国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー

［ 共 催 ］  東 京 芸 術 劇 場 （ 公 益 財 団 法 人 東 京 都 歴 史 文 化 財 団 ）

エ キ シ ビ シ ョ ン ・メ イ キ ン グ ：
文 脈 を 繋 ぐ 、作 る 、届 け る 現 代 美 術

[I n st all ati o n & Vi d e o D o c u m e nt ati o n]

J ul y 1 0（ W e d ） , 2 0 1 9 - J ul y 1 5（ M o n ）
O p e n h o u r s 1 3： 0 0- 1 8： 0 0（ L a st d a y cl o s e d 1 7： 0 0 ）

A d mi s si o n Fr e e  

H o T z u N y e n, C a rl o s C el d r a n, c hi t o o, 
F a ri s h A. N o o r, K o h a r a M a s a s hi, O k ui L al a, 
Ni s hi o K a o ri, J a n et Pill ai

[L e ct u r e & L e ct u r e P e rf o r m a n c e & S y m p o si u m ]
A d mi s si o n F r e e ( si g ni n g u p i n a d v a n c e n e c e s s a r y) 

C a p a cit y: 1 0 0 s e at s e a c h

J ul y 1 0（ W e d ）  1 9: 0 0- 2 0: 3 0
H o R ui A n
L e ct u r e P e rf o r m a n c e

A si a t h e U n mi r a c ul o u s

J ul y 1 1（ T h u ）  1 9： 0 0- 2 1： 0 0
M a r k T e h +  I d a k a K u mi k o
S p e ci al G u e st: T h o n g c h ai Wi ni c h a k ul
I nt r o d u cti o n b y c u r at o r s a n d t h e g u e st s p e a k e r

G e o- B o di e s a c r o s s E r a s

J ul y 1 2（ F ri ）  1 9: 0 0- 2 0: 3 0
I r w a n A h m ett & Tit a S ali n a
L e ct u r e P e rf o r m a n c e

N a m e L a u n d e ri n g

J ul y 1 3（ S at ）  1 4： 0 0- 1 8: 0 0
I nt e r n ati o n al S u m p o si u m 2 0 1 9

Tr a di n g Pl a c e s：
A rti st s, C u r at o r s, a n d E x hi biti o n M a ki n g 
a c r o s s M ulti pl e C o nt e xt s
A d e D a r m a w a n, J e e b e s h B a g c hi, Ii d a S hi h o k o, 
M a r k T e h, A n d r e w M a e r kl e, C h e K y o n gf a

J ul y 1 4（ S u n ）
1 7: 0 0- 1 8: 0 0

K o h a r a M a s a s hi
L e ct u r e

Mi s si n g B o di e s a n d P h ot o g r a p h y

1 9： 0 0- 2 0： 0 0

S hi g a Li e k o +  S hi mi z u C hi n at s u +   
N a g a s a ki Y o s hit o m o
L e ct u r e

H u m a n S p ri n g

J ul y 1 5（ M o n ）  1 4： 0 0- 1 5： 0 0
F u r ui c hi Y a s u k o 　 Di r e ct e d b y M a r k T e h
L e ct u r e P e rf o r m a n c e

J al a n –j al a n di A si a  ( W a n d e ri n g i n A si a)

［ ス  ケ  ジ ュ ー ル ］

1 3： 4 0 　 開 場

1 4： 0 0- 1 4： 0 5 　 主 催 者 挨 拶  （ 国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー ）

1 4： 0 5- 1 4： 1 0 　 企 画 に つ い て  （ モ デ レ ー タ ー ）

1 4： 1 0- 1 4： 4 0 　 発 表  1 　  マ  ー  ク ・ テ

1 4： 4 0- 1 5： 1 0 　 発 表  2 　 飯 田 志 保 子

1 5： 1 0- 1 5： 3 0 　 討 論

1 5： 3 0- 1 5： 3 5 　 （ 休 憩 ）

1 5： 3 5- 1 6： 0 5 　 発 表  3 　 ジ ー ベ シ ュ ・ バ グ チ

1 6： 0 5- 1 6： 3 5 　 発 表  4 　  ア  デ ・ ダ  ル  マ  ワ  ン

1 6： 3 5- 1 6： 5 5 　 討 論

1 6： 5 5- 1 7： 0 0 　 （ 休 憩 ）

1 7： 0 0- 1 8： 0 0 　 全 体 討 論

 

P r o g r a m

1 4： 0 0- 1 4： 0 5    W el c o m e b y T h e J a p a n F o u n d ati o n A si a C e nt e r

1 4： 0 5- 1 4： 1 0    O p e ni n g R e m a r k s b y t h e M o d e r at o r s

1 4： 1 0- 1 4： 4 0    P r e s e nt ati o n 1: M a r k T e h

1 4： 4 0- 1 5： 1 0    P r e s e nt ati o n 2: Ii d a S hi h o k o

1 5： 1 0- 1 5： 3 0    Di s c u s si o n

1 5： 3 0- 1 5： 3 5    ( B r e a k)

1 5： 3 5- 1 6： 0 5    P r e s e nt ati o n 3: J e e b e s h B a g c hi

1 6： 0 5- 1 6： 3 5    P r e s e nt ati o n 4: A d e D a r m a w a n

1 6： 3 5- 1 6： 5 5    Di s c u s si o n

1 6： 5 5- 1 7： 0 0     ( B r e a k)

1 7： 0 0- 1 8： 0 0    Pl e n a r y Di s c u s si o n

J ul y 1 3（ S at ） , 2 0 1 9　 1 4： 0 0- 1 8： 0 0 　
T o k y o M et r o p olit a n T h e at r e G all e r y 1
A d mi s si o n Fr e e ( si g ni n g u p i n a d v a n c e n e c e s s a r y)  C a p a cit y: 1 0 0 s e at s 

J a p a n e s e – E n gli s h si m ult a n e o u s i nt e r p r et ati o n a v ail a bl e 

[O r g a ni z e r ] T h e J a p a n F o u n d ati o n A si a C e nt e r

[C o- o r g a ni z e r ] T o k y o M et r o p olit a n T h e at r e ( T o k y o M et r o p olit a n F o u n d ati o n f o r Hi st o r y a n d C ult u r e) 



M a p s a r e m e di a / d e vi c e s / r e p r e s e nt ati o n s, t h at r e v e al t h e d r a m ati c a n d m et a p h o ri c al c h a n g e s i n i m a gi ni n g s p ati al a n d n ati o n al s o v e r ei g nt y, c ult u r e, e c o n o mi c s a n d w a y s of li vi n g.

地 図 は 、 空 間 的 お よ び 国 家 の 主 権 、 文 化 、 経 済 、 そ し て 生 き 方 に 対 す る 人 び と の 想 像 力 の 劇 的 で 、 か つ 隠 喩 的 な 変 化 を 明 ら か に す る メ デ ィ ア 、 装 置 、 表 象 で あ る 。

レ ク チ  ャ  ー

／
レ ク チ  ャ  ー  ・  パ  フ  ォ  ー  マ  ン  ス

イ  ン  ス タ  レ ー シ  ョ  ン

ア ー カ イ ヴ 映 像 展 示

東 京 芸 術 劇 場
〒 1 7 1- 0 0 2 1 東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1- 8- 1 ｜ 電 話  0 3- 5 3 9 1- 2 1 1 1

J R・ 東 京 メ ト ロ ・ 東 武 東 上 線 ・ 西 武 池 袋 線  池 袋 駅 西 口 よ り 徒 歩 2 分 。

池 袋 駅 地 下 通 路 2 b 出  口 と 直  結 し て い ま す  。

htt p s: / / w w w. g ei g e ki.j p /

［ イ ベ ン ト 申 込 方 法 ］

下 記 必 要 事 項 を 明 記 の 上 、 件 名 を 「 呼 吸 す る 地 図 た ち 」と

し て お 申 込 み く だ さ い 。

E- m ail: jf a c _ vi s u al _ a rt s @j pf. g o.j p

1. お 名 前 （ ふ り が な ） 　 2. ご 希 望 日 と イ ベ ン ト タ イ ト ル 　

3. ご 職 業 　 4. 電 話 番 号 　 5. Ｅ - m ailア ド レ  ス

締 切 ‖ 各 回 前 日 　 定 員 ‖ 1 0 0 名
※ 受 付 先 着 順 、 定 員 に な り 次 第 締 め 切 ら せ て い た だ き ま す 。

［ お 問 い 合 わ せ ］

国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー  ［ 古 市 ］

T el: 0 3- 5 3 6 9- 6 1 4 0 ｜ F a x: 0 3- 5 3 6 9- 6 1 4 1

E- m ail: jf a c _ vi s u al _ a rt s @j pf. g o.j p

htt p s: / /jf a c.j p /
※ イ ベ ン ト に 変  更  が  生 じ た  場  合 は  、

　 ア ジ ア セ ン タ ー の ウ ェ ブ  サ イ ト に て 告  知 し ま す 。

[T o si g n u p ]
Pl e a s e s e n d t h e f oll o wi n g i nf o r m ati o n b y 
e- m ail wit h it s s u bj e ct s a s “ T h e B r e at hi n g of 
M a p s ”  
E- m ail: jf a c _ vi s u al _ a rt s @j pf. g o.j p
1. N a m e   2. D e si r e d d at e a n d Titl e  
3. A ffi ati o n / O c c u p ati o n   4. P h o n e N u m b e r  
5. E- m ail a d d r e s s
* W e will s e n d a c o nf e r m ati o n a s w e r e c ei v e d a p pli c ati o n s.

[F o r I n q ui ri e s ]
T h e J a p a n F o u n d ati o n A si a C e nt e r 
( Att n. F u r ui c hi Y a s u k o)
T el: 8 1- 5 3 6 9- 6 1 4 0 | F a x: 8 1- 3- 5 3 6 9- 6 1 4 1
E- m ail: jf a c _ vi s u al _ a rt s @j pf. g o.j p
htt p s: / /jf a c.j p / e n /
* A n y c h a n g e s t o t h e e v e nt will b e a n n o u n c e d o n t h e 
t h e J a p a n F o u n d ati o n A si a C e nt e r w e b sit e.

ホ  ー ・ ツ  ー  ニ  ェ  ン  ［ ア ー テ ィ ス ト ／ シ ン ガ ポ ー ル ］ 　 H o T z u N y e n

「 東  南  ア  ジ  ア  の  ク リ テ ィ カ ル ・ デ ィ ク  シ ョ ナ リ ー 」  T h e C riti c al Di cti o n a r y of S o ut h e a st A si a
東 南 ア ジ ア は 複 雑 な 言 語 や 宗 教 、 政 治 的 権 力 を 有 し 、 統 一 さ れ た こ と の な い 地 域 で あ る 。 本 作 品 は 、 東 南 ア ジ ア と い う 概 念 的 な フ レ ー

ム に つ い て 、 継 続 的 な リ サ ー チ を 行 う た め の 共 同 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で あ り 、 本 展 で は 、 そ の ビ デ オ ・ イ ン ス タ レ ー シ ョ ン 版 を 公 開 す る 。 2 6

の 用 語 （ ア ル フ ァ ベ ッ ト の  各  文  字  に つ き ひ と つ ） を 、 映 像 の モ ン タ ー ジ ュ と 共 に 提 示 す る こ と で 、 東 南 ア ジ ア の 複 雑 な 定 義 を 検 証 す る 。

カ ル ロ ス ・ セ ル ド ラ ン  ［ パ フ ォ ー マ ン ス ・ ア ー テ ィ ス ト ／ フ ィ リ ピ ン ］ 　 C a rl o s C el d r a n

「 イ ン ト ロ ム ロ ス ・ パ フ ォ ー マ ン ス ・ ツ ア ー W al k T hi s W a y 」
I nt r a m u r o s P e rf o r m a n c e T o u r “  W al k T hi s W a y”

パ フ ォ ー マ ン ス ・ ア ー テ ィ ス ト 、 活 動 家 と し て 知 ら れ る セ ル ド ラ ン が マ ニ ラ の 名 史 跡 「 イ ン ト ロ ム ロ ス 」 で 毎 日 開 催 し て い る 観 光 ガ イ ド ツ

ア ー の ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 。 ス ペ イ ン 植 民 地 、 米 国 統 治 、 日 本 軍 の 占 領 、 米 国 軍 の 空 爆 、 マ ル コ ス 政 権 と 続 く 歴 史 的 事 象 に よ っ て 上 書

き さ れ て き た イ ン ト ロ ム ロ ス の 歴 史 を 歩 き な が ら 、 ツ ア ー 参 加 者 に セ ル ド ラ ン の 視 点 か ら フ ィ リ ピ ン の 歴 史 を 批 判 的 に 紹 介 す る 。

チ ・ ト ゥ ー  ［ ア ー テ ィ ス ト ／ マ レ ー シ ア ］ 　 c hi t o o

「 カ  ッ ト ・ グ  ラ  ス ・ ピ  ー  ス 」  C ut G r a s s Pi e c e
2 0 1 0 年 の 日 本 で の レ ジ デ ン ス を 契 機 に 第 二 次 世 界 大 戦 と 原 爆 に つ い て の 相 互 理 解 と し て 、 日 本 の 観 衆 と 対 話 す る 試 み と し て 「 ピ カ

- b o o」と い う 一  連  の パ フ ォ ー マ ン ス を 実  施  。こ の 「 ピ カ - b o o」 の  最  後  の  パ フ ォ ー マ ン ス と な っ た 《  カ ッ ト ・ グ  ラ ス ・ ピ  ー ス （ 草 を 刈 る ） 》 を 山

口 情 報 芸 術 セ ン タ ー ［ Y C A M ］ に お い て 再 演 し た 記 録 。

フ ァ リ ッ シ ュ ・ ヌ ー ル  ［ 歴 史 学 者 ／ マ レ ー シ ア ］ 　 F a ri s h A. N o o r

「 知  る  べ  き こ と  は  何  も  な  い ： ス  タ  ン  フ ォ ー ド ・ ラ ッ フ ル  ズ   ジ ャ ワ の 地 図 と 帝 国 認 識 論 」
N ot hi n g L eft t o K n o w: St a mf o r d R a ffl e s ’ M a p of J a v a a n d t h e E pi st e ml ol o g y of E m pi r e

1 9 世 紀 初 頭 英 領 ジ ャ ワ の 副 知 事 で あ っ た シ ン ガ ポ ー ル 創 設 の 父 ト ー マ ス ・ ス タ ン フ ォ ー ド ・ ラ ッ フ ル ズ が 1 8 1 7 年 に 出  版 し た 『 ジ ャ ワ の 歴

史 』 に 掲 載 さ れ た 2 0 0 年 前 の 地 図 に 焦 点 を あ て 、 植 民 地 時 代 の 地 図 製 作 の 役 割 や 地 図 と 権 力 の 関 係 を 紐 解 い た レ ク チ ャ ー の 記 録 。

オ  ク  イ ・ ラ  ラ  ［ ア ー テ ィ ス ト ／ マ レ ー シ ア ］ 　 O k ui L al a

「 通 訳 を 手 伝 っ て く れ ま せ ん か ？ 」  C a n y o u h el p m e t r a n sl at e ?
オ ク イ は 、 歴 史 的 に ア ジ ア と 西 洋 と の 交 易 の 拠 点 と な っ て き た ペ ナ ン 島 の 多 文 化 環 境 を 背 景 に 移 民 、 移 動 、 そ れ に 伴 う デ ィ ア ス ポ ラ の

ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て 調 査 し た 結 果 を も と に 作 品 を 発 表 し て き た 。 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ で は ヤ ン ゴ ン と 東 京 で 購 入 し た ミ ャ ン マ ー 人 向 け の ２

冊 の 日 本 語 教 科 書 を も と に 、 労 働 、 翻 訳 、 適 応 と は 何 か を 問 い か け る 対 話 と パ フ ォ ー マ ン ス を 実 施 し た 。

西 尾 佳 織  ［ 劇 作 家 ／ 日 本 ］ 　 Ni s hi o K a o ri

「 な ぜ 私 は こ こ に い て 、 彼 女 た ち は あ そ こ に い る の か ― か ら ゆ  き さ ん  を  め ぐ る  旅 」

W h y I a m h e r e, w h y s h e i s t h e r e : J o u r n e y s a r o u n d K a r a y u ki- s a n

５ 歳 か ら ５ 年 半 マ レ ー シ ア の ク ア ラ ル ン プ ー ル で 過 ご し た 西 尾 が 、 2 0 1 8 年 あ る 奇 縁 か ら 日 本 人 墓 地 に 眠 る 人 び と の 調 査 を 開 始 し た 。

そ の 墓 地 に 眠 る 8 割 は 「 か ら ゆ き さ ん 」と 呼 ば れ た 日 本 人 女 性 で あ っ た 。 主 に 経 済 的 理 由 か ら 島 原 ・ 天 草 か ら 東 南 ア ジ ア へ と 渡 っ た 彼

女 た ち の 足  跡 を た ど る 旅  。

小 原 真 史  ［ キ ュ レ ー タ ー 、 映 像 作 家 ／ 日 本 ］ 　 K o h a r a M a s a s hi

「 人 類 館 と 博 覧 会 」  T h e 1 9 0 3 H u m a n P a vili o n a n d E x p o siti o n s
欧 米 の 先 進 技 術 紹 介 と 国 内 の 殖 産 産 業 を 推 進 す る こ と を 目 的 に 1 8 7 7 年 か ら 開 始 さ れ た 内 国 勧 業 博 覧 会 。 1 9 0 3 年 、 大 阪 で の 第 5

回 内 国 博 は 、 台 湾 の 日 本 編 入 を 背 景 に 植 民 地 パ ビ リ オ ン が 作 ら れ る な ど 帝 国 と し て の 日 本 を 国 内 外 に 表 象 す る 重 要 な 契 機 と な っ た 。

日 本 初 の 「 人 間 の 展 示 」 が 行 わ れ た 人 類 館 と 新 た に 発 見 さ れ た 写 真 を 中 心 に 、 近 代 日 本 の 自 己 像 と 他 者 像 に つ い て 考 察 し た 記 録 。

ジ  ャ  ネ  ッ ト ・ ピ  レ  イ  ［ 社 会 学 者 ／ マ レ ー シ ア ］ 　 J a n et Pill ai

「 マ ッ ピ ン グ ・ カ ル  チ ャ ー ： 変  化  の  理  解 と マ ネ ー ジ ン グ 」

M a p pi n g C ult u r e: U n d e r st a n di n g a n d M a n a gi n g C h a n g e

カ ル チ ュ ラ ル ・ マ ッ ピ ン グ と「 場 の 創 設 」 の た め の 活 動 を 紹 介 。 特 に 人 々 、 土 地 、 地 理 的 な 場 所 の 活 用 の 間 に 生 じ る 相 互 作 用 に 焦 点 を

あ て 、 文 化 的 な エ コ ロ ジ ー と 継 続 性 を 理 解 す る た め の 過 程 や 手 段 、 技 術 に 関 す る レ ク チ ャ ー の 記 録 。

ホ  ー ・ ル  イ  ア  ン
H o R ui A n
［ ア  ー  テ ィ ス ト ／ シ ン ガ  ポ ー ル ］

美 術 、 映 画 、 パ フ ォ ー マ ン ス 、 文 化 理 論 の 交 差 点 で 作 品 制 作 を 行 う ア ー テ ィ ス ト 。

グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン や 国 家 な ど に よ る 統 治 の 文 脈 に お い て 視 覚 的 な 象 徴 [イ

メ ー ジ ]の 出 現 、 伝 播 、 消 滅 を 調 査 し 、 そ れ ら を 思 考 ・ 構 成 し 、レ ク チ ャ ー ・ パ フ ォ ー

マ ン ス や イ ン ス タ レ ー シ ョ ン と し て 表 現 。 ジ ャ カ ル タ 、 シ ャ ル ジ ャ 、 コ チ 、 光 州 な ど の

国 際 展 な ど 多 数 招 へ い さ れ 、 日 本 で は 、 代 表 作 《 S ol ar 》 が T P A M（ 国 際 舞 台 芸

術  ミ ー  テ ィ ン  グ  、 2 0 1 6 年 ） で 公 開 さ れ 、 イ ン ス タ レ ー シ ョ ン は 「 サ ン シ ャ ワ ー 」 展

（ 森 美 術 館 ／ 国 立 新 美 術 館 、 2 0 1 7 年 ） に も 出 品 さ れ て い る 。

 
マ ー ク ・ テ
M a r k T e h
［ 演 出 家 、 研 究 者 ／ マ レ ー シ ア ］

1 9 8 1 年 ク ア ラ ル ン プ ー ル  生 ま れ  。 マ レ ー シ ア を 拠  点 に 活  動  す る ア ー テ ィ ス ト や ア

ク テ ィ ビ ス ト 、プ ロ デ ュ ー サ ー た ち の 共 同 体 「 フ ァ イ ブ ・ ア ー ツ ・ セ ン タ ー 」 の メ ン

バ ー 。「 呼 吸 す る 地 図 た ち 」 コ ・ キ ュ レ ー タ ー 。 ロ ン ド ン 大 学 ゴ ー ル ド ス ミ ス 校 芸 術

政 治 学 修 士 課 程 修 了 。「 フ ァ イ ブ ・ ア ー ツ ・ セ ン タ ー 」 の 様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト を 通 じ

て 、 特 に 歴 史 、 記 憶 、 都 市 の 問 題 を 考 察 し 、 そ の 成 果 は 主 に 舞 台 芸 術 と し て 発 表

さ れ て い る が 、 マ ラ ヤ 共 産 党 を 取 り 上 げ た 《 T h e 1 9 5 5 B ali n g T al k s 》 は 世 界 各

国 の 芸 術 祭 で 高 い 評 価 を 受 け て い る 。 近 年 で は 、 教 育 の 現 場 や 展 覧 会 の キ ュ

レ ー シ ョ ン 、 執 筆 と い っ た 活 動 も 多 い 。

 
井 高 久 美 子
I d a k a K u mi k o
［ イ ン デ ィ ペ ン デ ン ト ・ キ ュ レ ー タ ー ／ 日 本 ］

1 9 8 2 年 生 ま れ 。 キ ュ レ ー タ ー 。 東 京 芸 術 大 学 大 学 院  映 像 研 究 科 修 了 。

2 0 1 2- 1 9 年 、 山 口 情 報 芸 術 セ ン タ ー ［ Y C A M ］ に 勤 務 。 Y C A M で の 主 な 展 覧 会

に 「 呼 吸 す る 地 図 た ち 」（ 2 0 1 8 年 ） 、「 布 の デ ミ ウ ル ゴ ス 」（ 2 0 1 7 年 ） 、「 プ ロ ミ ス ・

パ ー ク  ─  未 来 の パ タ ー ン へ の イ マ ジ ネ ー シ ョ ン 」（ 2 0 1 5 年 ） な ど の 企 画 が あ る 。

ま た メ デ ィ ア 技 術 の 視 点 か ら 、 資 源 や 歴 史 、 文 化 な ど の フ ィ ー ル ド ・ リ サ ー チ を 行

い 、 地 方 都 市 に お け る 文 化 的 な リ ソ ー ス の 開 拓 を 行 っ て き た 。 2 0 1 9 年  よ り  独  立

し 、 愛 知 県 を 拠 点 に 展 覧 会 の 企 画 を 中 心 に 活 動 を 行 っ て い る 。

 
ト ン チ ャ イ ・ ウ ィ ニ ッ チ ャ ク ン
T h o n g c h ai Wi ni c h a k ul
［ ウ ィ ス コ ン シ ン 大 学 マ デ ィ ソ ン 校 教 授 、 J E T R O ア ジ ア 経 済 研 究 所 上 席 主 任 調

査 研 究 員 ］

専 門 は タ イ 近 代 史 。 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 論 の 名 著 『 Si a m M a p p e d 』 (『  地  図  が  つ  く っ

た  タ イ  』 邦  訳 ： 石  井  米  雄  、 2 0 0 3 年 )で 知 ら れ る 。 本 事 業 「 呼 吸 す る 地 図 た ち 」 は 同

著 の 「 地 理 的 身 体 （ g e o- b o d y ） 」と い う 概 念 を 基 本 コ ン セ プ ト と し て 企 画 さ れ た も

の で 、 今 回 の 対 話 は キ ュ レ ー タ ー か ら の 強 い オ フ ァ ー で 特 別 に 実 現 す る こ と と

な っ た  。

 
イ ル ワ ン ・ ア ー メ ッ ト  ＆  テ ィ タ ・ サ リ ナ
I r w a n A h m ett & Tit a S ali n a 
［ ア  ー  テ ィ ス ト ／ イ ン ド  ネ  シ  ア ］  

ジ ャ カ ル タ を 拠 点 と す る ア ー テ ィ ス ト 。 活 動 初 期 に は 都 市 の 公 共 空 間 の 社 会 的

問 題 に 焦 点 を 当 て た 作 品 を 制 作 し て い た が 、 近 年 は 国 境 を 越 え て 環 太 平 洋 火

山 帯 に お け る 地 政 学 的 な 対 立 ・ 紛 争 を 表 し た 長 期 プ ロ ジ ェ ク ト を 行 い 、 人 類 、

不 公 平 さ 、 生 態 学 に 関 す る よ り 複 雑 な 物 事 と 関 連 さ せ た 作 品 制 作 に 取 り 組 ん

で い る 。

 
小 原 真 史
K o h a r a M a s a s hi  
［ キ ュ レ ー タ ー 、 映 像 作 家 ／ 日 本 ］  

「 中 平 卓 馬 試 論 」（ 2 0 0 5 年 ） で 第 1 0 回 重 森 弘 滝 写 真 評 論 賞 、 2 0 1 6 年 日 本 写

真 協 会 賞 学 芸 賞 を 受 賞 。 I Z U P H O T O M U SI U Mの 研 究 員 と し て 「 宮 崎 学 　 自

然 の 鉛 筆 」 展 （ 2 0 1 3 年 ） 、「 増 山 た づ 子   す べ て 写 真 に な る 日 ま で 」 展 （ 2 0 1 3

年 ） な ど を 担 当 。 ま た 単 著 に 『 富 士 幻 景 ― 近 代 日 本 と 富 士 の 病 』（ 2 0 1 2 年 ） 、 共

著 に 『 時 の 宙 づ り ― 生 ・ 写  真 ・ 死  』（ 2 0 1 0 年 ） 、『 戦 争 と 平 和 ― 〈 報 道 写 真 〉 が 伝

え た  か っ た 日 本  』（ 2 0 1 5 年 ） 、『 森 の 探 偵 ― 無 人 カ メ ラ が と ら え た 日 本 の 自 然 』

（ 2 0 1 7 年 ） な ど が  あ る 。

 
志 賀 理 江 子 ＋ 清 水 チ ナ ツ ＋ 長 崎 由 幹
S hi g a Li e k o +  S hi mi z u C hi n at s u +  N a g a s a ki Y o s hit o m o 
［ 日 本 ］  

写 真 家 の 志 賀 理 江 子 、 イ ン デ ィ ペ ン デ ン ト ・ キ ュ レ ー タ ー の 清 水 チ ナ ツ 、 映 像 作

家 の 長 崎 由 幹 か ら な り 、 宮 城 県 を 拠 点 に 志 賀 理 江 子 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ス プ リ ン グ 」

展 （ 東 京 都 写 真 美 術 館 、 2 0 1 9 年 ） の 作 品 制 作 の た め に 共 同 で 活 動 す る グ ル ー

プ 。 東 北 の 人 、 風 土 、 歴 史 に 学 び な が ら 、 日 々 の 気 づ き を 共 有 ・ 交 換 す る た め に

集 ま り 、 読 書 会 や 上 映 会 を 行 っ て い る 。

 
古 市 保 子
F u r ui c hi Y a s u k o 
［ 国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー 美 術 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ／ 日 本 ］  

国 際 交 流 基 金 に お い て 1 9 9 0 年 よ り 現 在 ま で ア ジ ア と 日 本 の 美 術 交 流 を 手 掛

け る 。「 美 術 前 線 北 上 中 ― 東 南 ア ジ ア の ニ ュ ー ア ー ト 」（ 1 9 9 2 年 ） を は じ め に 、 ア

ジ ア の キ ュ レ ー タ ー と の  協  働  事  業 と し て 「 ア ン ダ ー ・ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 」

（ 2 0 0 0- 0 3 年 ） 、 近 年 で は 「 他 人 の 時 間 」 展 （ 2 0 1 5- 1 7 年 ） な ど を 企 画 。 さ ら に 次

世 代 キ ュ レ ー タ ー 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 を 目 的 に 「 ア ジ ア 次 世 代 キ ュ レ ー タ ー 会

議 」（ 2 0 0 6- 1 4 年 ） や 「 C o n diti o n R e p o rt 」（ 2 0 1 5- 1 7 年 ） な ど  を  実  施  す  る と と

も に 、『 ア  ジ  ア  の  ア ー ト ス  ペ  ー ス ・ ガ イ ド 』（ 2 0 0 2 、 0 5 、 0 9 年 ） や 『 T h e J a p a n 

F o u n d ati o n A si a C e nt e r A rt St u di e s 』 シ リ ー ズ （ 2 0 1 5- 1 9 年 ） を 制 作 。

 

ホ  ー ・ ル  イ  ア  ン  　 H o R ui A n

レ ク チ ャ ー ・ パ フ ォ ー マ ン ス 　 L e ct u r e P e rf o r m a n c e

「 ア  ジ  ア ・ ザ ・ ア  ン  ミ  ラ  キ  ュ  ラ  ス 」   A si a t h e U n mi r a c ul o u s
1 9 9 7 年 の ア ジ ア 通 貨 危 機 を 発 想 の 起 点 と し て 遡 る こ と 1 9 世 紀 近 代 以 降 の ア ジ ア の 奇 跡 、 経 済 危 機 と そ の 復 興 に つ い て の 国 を 越 え

た 考 察 と 想 像 の 物 語 。 ホ ー は 、 タ イ 、 マ レ ー シ ア 、 韓 国 、 日 本 の 調 査 に 基 づ き 、 ア ジ ア 経 済 の 未 来 主 義 の 出 現 、 発 信 ・ 受 容 の 流 通 の 軌

跡 を ポ ッ プ カ ル チ ャ ー 的 手 法 を 通 じ て 辿 る 。 本 作 で は 背 後 に あ る 権 力 を 表 象 す る 「 人 間 の 手 」と い う モ チ ー フ を 用 い て 、 国 家 や 国 家 間

力 学 を 支 配 す る 外 的 、 内 的 な 権 力 が ダ イ ナ ミ ッ ク に 表 現 さ れ る 。

マ ー ク ・ テ ＋ 井 高 久 美 子 　 M a r k T e h +  I d a k a K u mi k o 

特 別 ゲ ス ト ‖ ト ン チ ャ イ ・ ウ ィ ニ ッ チ ャ ク ン  　 S p e ci al g u e st: T h o n g c h ai Wi ni c h a k ul

キ ュ レ ー タ ー 、 ゲ ス ト ・ ス ピ ー カ ー に よ る イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン 　 I nt r o d u cti o n b y c u r at o r s a n d t h e g u e st s p e a k e r

「 時 代 を 超 え る 地 理 的 身 体 」   G e o- B o di e s a c r o s s E r a s
地 図 に よ っ て 形 成 さ れ 、 現 代 の 国 民 国 家 を 表 象 す る 「 地 理 的 身 体 」 は 、 国 と い う フ レ ー ム を 可 視 化 す る こ と に よ っ て 、 歴 史 、 政 治 、 文 化 、

経 済 に ど の よ う な 影 響 を 与 え て き た の か 、 具 体 的 な 事 例 を 含 め な が ら 考 察 を 行 う 。ま た 、 本 企 画 の コ ン セ プ ト に お け る 重 要 な 参 照 項 の

ひ と つ 『  地  図  が  つ く っ た タ イ 』 の  著  者  ト ン チ ャ イ ・ ウ ィ ニ ッ チ ャ ク ン （ 歴 史 学 者 ） を ゲ ス ト ・ ス ピ ー カ ー に 迎 え 、 地 図 を 静 的 な も の と し て 捉 え

る の で は な く 、 更 新 さ れ う る も の と し て 捉 え 、 未 来 に お け る 「 地 理 的 身 体 」 が 、 時 代 を 超 え 、ど の よ う に 普 遍 化 、ま た は 変 質 し う る の か を

発  表  す る 。

イ ル  ワ ン ・ ア ー メ ッ ト ＆  テ ィ タ ・ サ リ ナ  　 I r w a n A h m ett & Tit a S ali n a

レ ク チ ャ ー ・ パ フ ォ ー マ ン ス 　 L e ct u r e P e rf o r m a n c e

「 ネ ー ム ・ ロ ン ダ リ ン グ 」  N a m e L a u n d e ri n g    
環 太 平 洋 地 域 に お け る 地 政 学 的 問 題 に 取 り 組 む ア ー メ ッ ト と テ ィ タ が 1 0 年 間 継 続 し て い る プ ロ ジ ェ ク ト の 一 環 と し て 、 今 回 は 東 南 ア ジ

ア の 海 上 交 通 の 要 所 で あ る 、 マ ラ ッ カ 海 峡 に お け る イ ン ド ネ シ ア と シ ン ガ ポ ー ル の 関 係 を 考 察 す る 。 植 民 地 主 義 、 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 、 資

本 主 義 か ら 生 ま れ た 国 家 や 国 境 の 支 配 に 対 し 、 歴 史 上 の 航 海 、 密 輸 、 転 覆 工 作 、 宣 誓 と い っ た 行 為 か ら ヒ ン ト を 得 て 、 シ ン ガ ポ ー ル

国 境 を 通 過 す る た め の 非 合 法 で ユ ニ ー ク な ８ つ の 方 法 を 提 案 す る 。

小 原 真 史 　 K o h a r a M a s a s hi

レ  ク チ ャ ー 　 L e ct u r e

「 不 在 の 身 体 と 写 真 」  Mi s si n g B o di e s a n d P h ot o g r a p h y
写 真 は 死 者 の 代 理 物 と し て 遺 族 に よ っ て 大 切 に 扱 わ れ て き た 。 死 者 の イ メ ー ジ を 大 切 に す る 習 慣 は 欧 米 や 東 ア ジ ア に も 広 く あ る が 、

と き に 写 真 が 生 者 の 代 理 物 と し て も 機 能 す る こ と も あ っ た 。 本 レ ク チ ャ ー で は 、 写 真 と 身 体 と の 関 係 に つ い て 考 察 す る 。

※  本 レ  ク チ ャ ー  は 「  ヒ ュ ー マ  ン ・ ス プ リ ン  グ  」 に  連  関  す る  。

志 賀 理 江 子 ＋ 清 水 チ ナ ツ ＋ 長 崎 由 幹 　 S hi g a Li e k o +  S hi mi z u C hi n at s u +  N a g a s a ki Y o s hit o m o

レ  ク チ ャ ー 　 L e ct u r e

「 ヒ ュ ー  マ  ン ・ ス  プ  リ ン  グ 」  H u m a n S p ri n g
地 球 の 地 軸 の 傾 き に よ っ て も た ら さ れ る 四 季 。 長 い 冬 か ら 突 然 訪 れ る 東 北 の 春 。 春 は 、 社 会 的 な 時 節 で あ る と と も に 、 個 人 の 身 体 ・ 精

神 に も 変 化 を も た ら す 。 東 北 大 震 災 か ら ８ 度 目 の 春 を 迎 え た 今 年 、 東 北 に 暮 ら す 志 賀 、 清 水 、 長 崎 が “ 人 間 の 春 ” に つ い て 、さ ら に は 自

然 の 一 部 で あ る 身 体 の 生 と 死 の 深 淵 に つ い て 、 語 り と 映 像 を 交 え て 表 現 す る 。

古 市 保 子 　 F u r ui c hi Y a s u k o

演 出 ‖ マ ー ク ・ テ 　 Di r e ct e d b y M a r k T e h

レ ク チ ャ ー ・ パ フ ォ ー マ ン ス 　 L e ct u r e P e rf o r m a n c e

「 ア ジ ア を 歩 く ｜ J al a n -j al a n di A si a 」  W a n d e ri n g i n A si a
国 際 交 流 基 金 に お い て 、 1 9 9 0 年 代 か ら 現 在 に 至 る ま で 、 美 術 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て ア ジ ア と 日 本 の 美 術 交 流 事 業 を 手 掛 け て き た

古 市 が 、こ れ ま で に 事 業 に 携 わ っ た キ ュ レ ー タ ー や ア ー テ ィ ス ト た ち か ら 提 供 さ れ た キ ー ワ ー ド を き っ か け と し て 、 ア ジ ア の ア ー ト フ ィ ー

ル ド の 「 遊 歩 者 」と し て 語 る 。

写 真 ： 谷 康 弘 　 　 写 真 提 供 ： 山 口 情 報 芸 術 セ ン タ ー ［ Y C A M ］ 　 　 D e si g n: O n a k a S h u n s u k e [ C al a m ari I n c.]

［ 主 催 ］

国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー

［ 共 催 ］

東 京 芸 術 劇 場 （ 公 益 財 団 法 人 東 京 都 歴 史 文 化 財 団 ）

［ 協 力 ］

山 口 情 報 芸 術 セ ン タ ー ［ Y C A M ］

［ 機 材 協 力 ］

キ ヤ ノ ン マ ー ケ テ ィ ン グ ジ ャ パ ン 株 式 会 社

[O r g a ni z e r ] 
T h e J a p a n F o u n d ati o n A si a C e nt e r

[C o- o r g a ni z e r ] 
T o k y o M et r o p olit a n T h e at r e
( T o k y o M et r o p olit a n F o u n d ati o n f o r Hi st o r y a n d C ult u r e) 

[S u p p o rt e d b y ] 
Y a m a g u c hi C e nt e r f o r A rt s a n d M e di a [Y C A M ]

[I n c o o p e r ati o n wit h]
C a n o n M a r k eti n g J a p a n I n c.


